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１月２９日 

服の色と内側の温度の関係 
効率の良いソーラークッカーの研究 

紙飛行機の飛距離の伸ばし方について 過シュウ酸エステル化学発光 
の明るさと長さ 

髪を早く乾かす方法 

杖の構造と歩きやすさ 

酸性雨の影響 

サカマキガイによる水質浄化について 

波紋～波の伝達速度～ 

植物の二酸化炭素吸収効率について 

リモネンと洗浄力の関係 

ルービックキューブの規則性 
についての研究 

免震の流儀 

１ 

２ 

今年度、化学の課題研究を行いましたが、得ら
れたデータをまとめたり、上手くいかないときは
原因を探して改善するという流れを上手くいく

まで繰り返したことで思考力が身につきまし
た。そしてこの力は理系としての研究だけでな
く、将来的に社会に出て仕事をするときにも必

ず利用できる力だと思います。思考力の他にも
責任感やメンバーと協力して取り組む力であっ
たり、興味あることをとことん追求することの楽

しさなど様々なものが得られ、総合的にとても
価値のある時間だったと思います。 
２年 中川 由彩（柳西中学校） 

初めて自分でテーマを決めて、仮説を立て、実

験、考察するという「課題研究」の一連を経験し
て、たくさんの発見や知る機会に出会うことがで
きました。１つの仮説を立てて実験をして得られ

た結果は、必ずしも自分達の考えていたものと同
じとは限らず、また実験をする上でも問題となる
ことがあったり、多くの困難や失敗に直面したりし

ました。それでも、根拠に基づいた考察ができた
ときは、嬉しくて達成感を感じることができまし
た。また、研究は失敗の積み重ねなんだなと改め

て実感しました。たくさんの人と意見交流すると
きは、今回の経験を活かしていきたいと思いまし
た。 

２年 大野 欄々（直方第二中学校） 
 

課題研究を通して、特定の分野ではあるが、

その分野について深く知ることができた。ま
た今まで仮説を立てて検証し、データをまと
める経験があまりなかったので、戸惑うこと

があったけれど、同じ班のメンバーと協力す
ることで、助け合うことができた。研究は上
手くいくことばかりではないと痛感させられ

たので、大学での研究でも今回の経験を踏
まえて研究していくようにしたい。 
２年 綾部 智仁（高見中学校） 

課題研究をやってみて研究をすることの難しさ

を痛感した。自分や自分の班だけの考えだと、
どうしても考え方が偏ってしまって、他の人から
質問されると困ってしまうことも多かった。研究

では色々な視点から物事を見て、最後までつめ
ていくことが大切だと学ぶことができた。高校
２年生という段階で、研究に対する自分の甘さ

に気づけたということは、とてもよい機会だと
思う。だから、この経験を大学での研究やそれ
以上のことに活かしていきたい。 

２年 石本 桜子（中原中学校） 

初めは実験を繰り返すのみで、何も規則性を見

つけることができなかったが、何度もすることに
よって少しずつ規則性が見え、考察・展望につな
げることができた。このことから実験を繰り返す

ことで、新たな発見があり、規則性を見つけるだ
けでなく、誤差を小さくしたり、裏付ける根拠を
しめしたりすることが大事だと学んだ。また、課

題研究で得たことを勉強面や日常生活において
の行動や考え方に活かしていきたいと思った。 
２年 長谷 明音（引野中学校） 

答えのない問題に対しての取り組みや理解

を得るために必要なデータを集めることの
重要さを学んだ。また、難しい話を初めて聞
く人にも分かるようにかみ砕いて伝えていか

なければならず、そのために自分もより深く
理解した。この経験を大学での研究発表や
社会にでた後のプレゼンに活かしていきたい

と思った。 
２年 前田 聖人（香月中学校） 


